
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２７．１１．１０ 

全国通信機械工業厚生年金基金の解散に関する調査について 

 

平成２４年２月にＡＩＪ投資顧問による年金資産消失事件を契機として、厚生年金基金制度の

原則廃止を旨とする改正厚生年金法が平成２５年６月の国会で成立しました。 

センツウが加入している全国通信機械工業厚生年金基金は「一定の基準を満たしていない

基金」（５年後は解散命令がだされる）にランクされるが、「平成２７年７月２２日の基金代議員会」

において、「基金を一旦解散し、確定給付企業年金を設立」するとの方向性が示された（ねんき

ん基金ニース第４０号）ので、その後の動向について、同金基金を再度訪問し、調査・確認しま

した。 

 

１． 調査日 

平成２７年１１月６日（月） 

２． 調査担当者 

菅原副会長、崎山副会長、大和田事務局長 

３． 対応者 

全国通信機械工業厚生年金基金 山田事務長 

４． 確認概要 

（１） 改正厚生年金法の概要 

法律の概要は、平成２５年１０月１１日の「センツウ社友会だより 号外」をご参照ください。 

（２） 当基金の現状と今後 

我々の加入している全国通信機械工業厚生年金基金は、時価純資産額が最低責任

準備金の１．３６倍（２５年度決算）で、基準を満たさない基金（代行割れ予備軍基金）であ

る。また、時価純資産額が、責任準備金の１．５倍（健全基金）になる見通しは今後の経

済状況にもよるが、過去の運用実績から見ても利益の確保は難しいとして、平成２７年７

月２２日開催の第１１２回代議員会において当基金を解散する方向が決議されました。 

① 今後 

当基金を解散し、上乗せ部分の資産は、加入年数、掛け金額等により案分し分配金と

して加入者に返戻され、代行部分は国に返還し、これまでの厚生年金に加算されて支

給されます。 

（センツウ社の加入者は、新たな年金制度等に移行することはできません。） 

② 解散の時期等 

ア．解散の時期 

   平成２８年３月末 
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イ．年金受給者・待期者への周知 

   解散に関する通知文は、平成２７年１２月２０日頃から順次加入者へ郵送され、 

年内に到着するよう準備中であるとのことです。 （同意書ではありません。） 

   なお、この通知では、個人が受け取ることとなる暫定の分配金額も知らされます。 

ウ．分配金を受け取る時期 

   記録を整備して日本年金機構とデータを突合する必要があるので、分配金の支 

払いは１年半から２年後となる模様です。 

       エ．年金基金が年金を支払う最終時期 

          平成２８年４月１日が最終（２月、３月分）となり、その後の６月以降は日本年金 

機構が従来の年金に代行部分の年金を加算した年金額を支払うこととなります。 

※ 平成２８年６月の日本年金機構が振り込む年金額にご留意ください。 

（３）ねんきん基金ニュース（第４０号 Ｈ２７年１０月）の４、５ページの（平成１８年３月までに資 

格喪失された方・以降に資格喪失された方）の説明 

「ねんきん基金ニュース（第４０号 Ｈ２７年１０月）は、熟読して頂いていると思います 

が、平成１８年３月に掛金の引き上げと給付金の引き下げを行う等の制度の変更があ 

り、この時期以前の受給者には従来の給付金を支払い、４月以降の受給者には、新た 

な制度による給付金を支払っているので、受給者をこの時期で分けてモデルケースを 

作成しています。 

（注）平成１８年３月までに６０歳を迎えられた方はモデル① 

   平成１８年４月以降に６０歳を迎えられた方はモデル② 

（４） その他のご注意 

① 平成１８年３月以降に資格喪失された方へのご注意 

平成１８年３月の制度変更の際に加算年金が導入され、その支給保証期間は１５ 

年とされました。この加算年金の受給者は、受給残期間に対応する年金額を選択一 

時金として受け取ることもできます。 

この場合分配金は「基本プラスアルファ」部分だけとなりますので、受給に当たっては 

基金に確認してください 

② センツウ社が解散したあとも当基金の会員である方で、現に就業している方（受給待

期者）は、年金基金の解散ですから、上乗せ部分の資産は、加入年数、掛け金額等

により案分し分配一時金として受け取ることになります。 

（５） 全国通信機械工業厚生年金基金への問い合せ 

皆様の大切な年金を預かっている同基金の事務局では受給者・受給待期者の疑問等 

   には、積極的にお答えするとのことですので、なんでも聞いてほしいとのことでした。 

       年金基金 電話番号 ０３－３５１０－２４６１ 

        （氏名、生年月日、できれば基金番号と年金証書番号を伝える。） 

５．総括 

    センツウ社は平成２０年１２月に解散しているので、元社員の受給者・受給待期者は別 

の制度に移喚することはできません。分配金を一時金で受け取ることになります。 

（企業年金連合会へは移換できますが、連合会の存続可能性をよく検討することが大切） 

    年金は個人ごとに条件が異なっていますので、今後の全国通信機械工業厚生年金基金か 

らの通知には充分に注意して、処理すべき事項は素早く対処し、疑問・質問があれば、遠慮

なく同基金に電話で確認することをお勧めします。 

以 上 


